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令和５年度 戸塚区区民意識調査結果 

【概要版】 

調 査 概 要  ―――――――――――――――――――――――――――――    

◆調査対象 
・調査地域：横浜市戸塚区全域 

・調査対象：戸塚区内に居住する満 18歳以上の男女（外国籍区民を含む） 

・抽出人数：4,000人（うち外国籍区民 60人） 

・抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出 

◆調査方法 
 ・調査方法：調査票を郵送、回答は郵送又はインターネットによる 

 ・調査期間：令和５年６月 19 日（月）～７月 12 日（水） 

◆回収結果 
・回収件数：2,169 件（郵送回答  1,479 件／インターネット回答  690 件） 

 ・回 収 率：54.2％ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

 

 生活環境・定住意識  

 

Ｑ あなたは、お住まいの地域の生活環境を、暮らしやすい環境と感じていますか。 

 

「暮らしやすい」が 30.3％、「どちらかというと暮らしやすい」が 45.2％となっており、回答者の

75.5％が暮らしやすいと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしやすい

30.3

どちらかというと

暮らしやすい

45.2

どちらとも

いえない
11.4

どちらかというと

暮らしにくい
4.7

暮らしにくい
1.4

無回答
7.1

単位（%）
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Ｑ あなたは、これからも戸塚区に住み続けたいと思いますか。 

 

「住み続けたい」が 38.4％と最も多く、次いで「どちらかといえば住み続けたい」が 37.7％となっ

ている。これらを合わせると 76.1％の方がこれからも戸塚区に住み続けたいと思っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和元年度との比較（令和元年度 n=4,212 令和５年度 n=2,169） 

 

令和元年度と令和５年度で比較してみると、「住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」を

合わせた割合が、令和元年度の 79.8％から、令和５年度は 76.1％に減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4 

49.7 

37.7 

30.1 

16.8 

7.6 

3.6 

6.0 

1.5 

4.0 

0.7 
1.3 

2.6 

Ｒ５

Ｒ１

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらとも言えない

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない その他

無回答

％

住み続けたい

38.4

どちらかといえば

住み続けたい

37.7

どちらとも

言えない
16.8

どちらかといえば住

み続けたくない
3.6

住み続けたくない
1.5

その他
0.7 無回答

1.3

単位（%）
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 地域活動 

 

Ｑ あなたは、自治会・町内会に加入していますか。 

 

「加入している」が 73.6％と最も多く、次いで「加入していない」が 24.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 加入している理由は何ですか。 

 

加入している理由として「自治会・町内会から届く情報が欲しいから」が 35.8％と最も多く、次い

で「災害などがあった際に助けてもらいたいから」が 33.8％、「自治会・町内会を通じて地域を良くし

たいから」が 31.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.8

33.8

31.9

22.5

18.8

12.0

18.8

1.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

自治会・町内会から届く情報

が欲しいから

災害などがあった際に助けて

もらいたいから

自治会・町内会を通じて地域

を良くしたいから

加入を勧誘されたから

近所で知り合いを増やしたい

から

地域活動に参加したいから

その他

無回答

単位（%）

自治会・町内会から届く

情報が欲しいから

災害などがあった際に

助けてもらいたいから

自治会・町内会を通じて

地域を良くしたいから

加入を勧誘されたから

近所で知り合いを

増やしたいから

その他

地域活動に

参加したいから

無回答

加入している

73.6

加入していない

24.9

無回答
1.5

単位（%）

加入していると回答した方 複数回答 
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 福祉保健活動  

 

Ｑ あなたは日常生活の中で、お住まいの地域の人に手伝ってほしいと思うことはありますか。 

 

「災害時の避難の手助け」が令和元年度の 14.6％から、令和５年度は 19.3％に 4.7ポイント増加し

た。 

また、「特にない」については、令和元年度の 66.3％から、令和５年度は 58.5％に 7.8 ポイント減

少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.3

10.4

7.5

7.0

5.8

4.5

4.4

2.7

2.5

1.8

1.4

1.1

1.5

58.5

6.2

14.6

8.9

4.9

5.8

3.0

4.2

3.9

2.1

1.9

1.2

1.0

0.9

1.8

66.3

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

災害時の避難の手助け

安否確認のための声か

け

ちょっとした力仕事

庭の手入れ

通院のための送迎

子供の預かり

話し相手や相談相手

ごみ出し

買い物

掃除・洗濯の手伝い

食事の差し入れ

外出の手助け

その他

特にない

無回答

今回 前回 単位（%）

災害時の

避難の手助け

安否確認のための

声かけ

ちょっとした力仕事

庭の手入れ

通院のための送迎

子供の預かり

話し相手や

相談相手

ごみ出し

買い物

掃除・洗濯の手伝い

食事の差し入れ

外出の手助け

その他

特にない

無回答

複数回答 
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Ｑ あなたは、ご自分の健康のためにどのようなことに気を付けていますか。 

 

「休養や睡眠を十分に取る」が 58.2％と最も多く、次いで「バランスの取れた食事をする」が 58.1％、

「規則正しい生活をする」が 57.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答 

58.2

58.1

57.3

56.2

51.7

39.6

36.3

36.2

33.2

32.4

1.7

4.2

3.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

休養や睡眠を十分に取る

バランスの取れた食事をす

る

規則正しい生活をする

なるべく体を動かしたり、運

動したりする

定期的に健康診断を受ける

タバコを吸わない、やめた、

または本数を減らした

日頃から体重や血圧などの

チェックをする

外出したり、人と会話をする

お酒を飲みすぎない（飲まな

い）

ストレスの解消を心掛ける

その他

特にしていない

無回答

単位（%）

休養や睡眠を

十分に取る

バランスの取れた

食事をする

規則正しい

生活をする

なるべく体を動かしたり、

運動したりする

定期的に健康診断

を受ける

タバコを吸わない、やめた、

または本数を減らした

日頃から体重や血圧などの

チェックをする

外出したり、

人と会話をする

お酒を飲みすぎない

（飲まない）

ストレスの解消を

心掛ける

その他

特にしていない

無回答
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 防災  

 

Ｑ あなたの家で実施している防災対策は何ですか。 

 

「水の備蓄（ローリングストックを含む）」が 64.0％と最も多く、次いで「食糧の備蓄（ローリン

グストックを含む）」が 55.0％、「トイレパック（携帯トイレ）の準備」が 42.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.0

55.0

42.6

40.8

36.8

28.4

28.0

21.8

9.9

7.0

5.2

0.9

0.6

12.2

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

１ 水の備蓄（ローリングストッ

ク※１を含む）

２ 食糧の備蓄（ローリングス

トック※１を含む）

３ トイレパック（携帯トイレ）の

準備

４ 非常持出袋などの準備

７ 家具類の転倒防止

６ 家族との連絡方法の確認

10 ハザードマップなどで自宅

周辺の危険個所を把握

５ 非常用電源の準備

８ 家の耐震補強

11 横浜市避難ナビなどの災

害用アプリの入手

９ 感震ブレーカーの設置

12 マイ・タイムライン※２の作

成

13 その他

14 特に対策をしていない

無回答

単位（%）

水の備蓄

（ローリングストックを含む）

食糧の備蓄

（ローリングストックを含む）

トイレパック（携帯トイレ）の

準備

非常持出袋などの準備

家具類の転倒防止

家族との連絡方法の確認

ハザードマップなどで

自宅周辺の危険個所を把握

非常用電源の準備

家の耐震補強

横浜市避難ナビなどの

災害用アプリの入手

感震ブレーカーの設置

マイ・タイムラインの作成

その他

特に対策をしていない

無回答

複数回答 
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 防犯  

 

Ｑ あなたが実施している防犯対策は何ですか。 

 

「ちょっとした外出や昼寝・就寝時の在宅中も鍵を掛ける」が 65.5％と最も多く、次いで「家に多

額の現金を置かない」が 50.3％、「普段から近所の人と顔見知りになっておく」が 33.7％、「振り込め

詐欺対策として、常時留守番電話にしておく」が 33.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.5

50.3

33.7

33.6

31.9

27.1

22.0

7.7

7.2

7.1

6.1

4.1

3.6

1.9

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

10 ちょっとした外出や昼寝・就寝時の在宅

中も鍵を掛ける

６ 家に多額の現金を置かない

２ 普段から近所の人と顔見知りになってお

く

４ 振り込め詐欺対策として、常時留守番電

話にしておく

７ 門灯・玄関等の点灯

３ 普段から振り込め詐欺について家族と話

をする、家族の絆を強める

８ 狙われない家づくり（二重鍵、機械警備、

防犯カメラ、

センサーライトの設置など）

14 実施したことがない

５ 犯罪・防犯情報メールの登録

９ いざという時にかけこめる場所（子ども

110番の家、

コンビニエンスストア等）を確認しておく

１ 防犯ブザーなどを持ち歩く、家族に持た

せる

12 登下校時の子どもの見守り

11 地域の巡回パトロールへの参加

無回答

13 その他

単位（%）

ちょっとした外出や

昼寝・就寝時の在宅中も鍵を掛ける

家に多額の現金を置かない

普段から近所の人と

顔見知りになっておく

振り込め詐欺対策として、

常時留守番電話にしておく

門灯・玄関等の点灯

普段から振り込め詐欺について

家族と話をする、家族の絆を強める

狙われない家づくり

（二重鍵、機械警備、防犯カメラ、

センサーライトの設置など）

実施したことがない

犯罪・防犯情報メールの登録

いざという時にかけこめる場所

（子ども110番の家、

コンビニエンスストア等）を確認しておく

防犯ブザーなどを持ち歩く、

家族に持たせる

登下校時の子どもの見守り

地域の巡回パトロールへの参加

無回答

その他

複数回答 
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Ｑ あなたは、振り込め詐欺に遭わないために、どのようなことに取り組んでいますか。 

 

「留守番電話の常時設定」が 41.6％と最も多く、次いで「犯罪手口などの情報収集」が 29.0％、「家

族への連絡・相談」が 28.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答 

41.6

29.0

28.4

10.1

4.4

25.0

3.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

留守番電話の常時設定

犯罪手口などの情報収集

家族への連絡・相談

迷惑電話防止機能付きの電

話への切り替え

その他

特に取り組んでいない

無回答

単位（%）

留守番電話の常時設定

迷惑電話防止機能付きの

電話への切り替え

犯罪手口などの情報収集

家族への連絡・相談

特に取り組んでいない

その他

無回答
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 環境・エコ・脱炭素化・SDGs 
 

Ｑ あなたが、「環境」・「脱炭素化」につながる行動で、取り組んでいる内容は何ですか。 

 

「ごみを正しく分別して出す」が 93.9％と最も多い。次いで「電気やガス、水のムダづかいに気を

つける」が 87.2％、「マイバッグ、マイボトル、簡易包装などでごみを減らす」が 87.0％となってい

る。一方「太陽光パネルを設置する」が 5.5％、「ＰＨＶ（プラグインハイブリッド）自動車、電気自

動車、燃料電池自動車を購入する」が 9.8％、「省エネ性能の高い住宅に居住する」が 7.3％など、全体

の１割以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.9

87.2

87.0

84.3

79.9

77.3

76.4

72.3

47.9

46.4

40.2

28.6

26.1

18.3

15.9

11.1

9.8

7.3

5.5

1.2

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１ ごみを正しく分別して出す

８ 電気やガス、水のムダづかい

に気をつける

２ マイバッグ、マイボトル、簡易

包装などでごみを減らす

４ 食べ残しや食材のムダ（食品

ロス）を減らす

13 近隣への悪臭、騒音などに

配慮する

５ 排水口に油（揚げ油やお皿に

ついた油など）を流さない

９ 省エネ型の家電や照明器具

（ＬＥＤなど）を使う

３ 使い捨てのプラスチック製品

（レジ袋、ストロー、…

14 花や木、野菜、緑のカーテン

などの植物を育てる

12 自家用車の利用を控え、徒

歩や自転車、公共交通機関で…

11 アイドリングストップなど、エ

コドライブを実践する

７ 環境に優しい製品・商品を選

んで購入する…

６ 横浜産の野菜や果物を選ん

で購入する

10 環境に配慮した電力会社を

選んで契約している…

15 環境保全のために寄付又は

募金をする

19 上記の環境行動を身近な人

に伝える

17 ＰＨＶ（プラグインハイブリッ

ド）自動車、電気自動車、…

18 省エネ性能（ＺＥＨ※１、長期

優良住宅※２、認定低炭素住…

16 太陽光パネルを設置する

20 その他

無回答

単位（%）

ごみを正しく分別して出す

電気やガス、水の

ムダづかいに気をつける

マイバッグ、マイボトル、

簡易包装などでごみを減らす

食べ残しや食材のムダ

（食品ロス）を減らす

近隣への悪臭、騒音

などに配慮する

排水口に油（揚げ油や

お皿についた油など）を流さない

省エネ型の家電や

照明器具（ＬＥＤなど）を使う

使い捨てのプラスチック製品（レジ袋、ストロー、

スプーンなどをできるだけ使わない

花や木、野菜、緑の

カーテンなどの植物を育てる

自家用車の利用を控え、徒歩や

自転車、公共交通機関での移動を心がける

アイドリングストップなど、

エコドライブを実践する

環境に優しい製品・商品を選んで

購入する

横浜産の野菜や果物を選んで

購入する

環境に配慮した電力会社を選んで

契約している

環境保全のために寄付又は

募金をする

上記の環境行動を身近な人に

伝える

ＰＨＶ自動車、電気自動車、

燃料電池自動車を購入する

省エネ性能の高い住宅に居住する

太陽光パネルを設置する

無回答

その他

複数回答 
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 ＤＸ 

 

Ｑ あなたは、スマートフォンやタブレットを持っていますか。 

 

「持っている」が 88.3％と９割近い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別 スマートフォン・タブレット所有率 

 

「持っている」は「10代」が 100％で最も多く、「80代以上」の 55.3％を除く他の年代では、８割以上

の所有率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持っている

88.3

持って

いない

8.9

無回答
2.7

単位（%）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

回答数 2169 29 126 239 309 407 327 416 237

持っている 1916 100.0% 98.4% 99.2% 97.7% 98.8% 95.1% 82.2% 55.3%

持っていない 194 0.0% 0.8% 0.4% 1.6% 1.2% 4.6% 14.7% 41.8%

無回答 59 0.0% 0.8% 0.4% 0.6% 0.0% 0.3% 3.1% 3.0%

全体
年齢（年代別）
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Ｑ スマートフォンやタブレットのどのような機能を使っていますか。 

 

「電話」が92.8％と最も多く９割を超える。次いで「LINEなどによるメッセージの送受信」が89.3％、

「カメラでの写真撮影・二次元バーコードの読取」が 88.7％と約９割の方が使っている。「電子決済

（LINE Pay、PayPayなど）」の 51.3％や「電子申請などの行政手続き」の 34.6％については、半数程

度や３割強といった使用状況だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.8

89.3

88.7

76.7

75.1

63.4

60.8

51.3

48.7

46.3

37.7

34.6

24.7

2.2

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

電話

LINEなどによるメッセージの

送受信

カメラでの写真撮影・二次元

バーコードの読取

電子メールの送受信

地図、乗換案内、タクシーア

プリ

動画視聴（YouTubeなど）

ネットショッピング

電子決済（LINE Pay、PayPay

など）

ワクチン接種などの予約手

続き

SNS（Twitter、Instagram、

Facebookなど）

ゲーム

電子申請などの行政手続き

Web会議（Zoom、

GoogleMeetなど）

その他

無回答

単位（%）

電話

LINEなどによる

メッセージの送受信

カメラでの写真撮影・

二次元バーコードの読取

電子メールの送受信

地図、乗換案内、

タクシーアプリ

動画視聴（YouTubeなど）

ネットショッピング

電子決済

（LINE Pay、PayPayなど）

ワクチン接種などの

予約手続き

SNS（Twitter、Instagram、

Facebookなど）

ゲーム

電子申請などの

行政手続き

Web会議

（Zoom、GoogleMeetなど）

その他

無回答

複数回答 
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◆年代別 スマートフォン・タブレット使用機能 
 

「電話」は「80代以上」が 96.2％と最も多く、他の年代でも９割以上を占める中で「10代」は

79.3％と少ない割合となっている。 

「LINEなどによるメッセージの送受信」は「80代以上」を除く全ての年代で８割以上の使用率とな

っているが、「80代以上」でも６割を超える使用率となっている。 

「SNS」は「10代」が 89.7％と９割近くで最も多いが、年代が上がるにつれ使用率は下がる傾向がみ

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

回答数 1916 29 124 237 302 402 311 342 131

電話 1779 79.3% 95.2% 91.6% 94.7% 93.5% 90.4% 92.7% 96.2%

LINEなどによるメッセージの送受信 1711 93.1% 97.6% 96.6% 94.7% 94.3% 89.4% 81.6% 61.1%

カメラでの写真撮影・二次元バーコードの読取 1699 93.1% 92.7% 95.4% 92.7% 95.0% 88.4% 78.9% 71.0%

電子メールの送受信 1469 79.3% 79.8% 84.0% 88.4% 89.1% 74.9% 60.2% 47.3%

地図、乗換案内、タクシーアプリ 1438 79.3% 88.7% 90.7% 83.8% 86.8% 74.3% 52.6% 38.2%

動画視聴（YouTubeなど） 1215 89.7% 92.7% 84.0% 81.8% 78.6% 54.3% 29.5% 21.4%

ネットショッピング 1164 69.0% 85.5% 87.3% 81.1% 77.1% 48.6% 26.0% 13.0%

電子決済（LINE Pay,PayPayなど） 982 72.4% 78.2% 74.3% 68.2% 61.9% 42.4% 21.9% 8.4%

ワクチン接種などの予約手続き 934 34.5% 54.0% 66.7% 60.3% 61.2% 45.0% 28.4% 15.3%

SNS（Twitter,Instagram,Facebookなど） 888 89.7% 81.5% 77.6% 62.6% 56.0% 29.9% 12.6% 11.5%

ゲーム 723 72.4% 66.9% 54.0% 52.6% 37.8% 33.4% 16.4% 8.4%

電子申請などの行政手続き 662 13.8% 55.6% 54.4% 49.3% 42.8% 30.9% 9.9% 3.8%

Web会議（Zoom,GoogleMeetなど） 474 65.5% 47.6% 34.6% 33.1% 30.6% 17.4% 6.7% 4.6%

その他 42 0.0% 2.4% 3.0% 1.3% 2.5% 3.2% 0.6% 3.1%

無回答 6 0.0% 0.8% 0.4% 0.3% 0.0% 0.3% 0.6% 0.0%

全体
年齢（年代別）
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 区政運営  

 

Ｑ 区政運営について、お住まいの地域において、現在、どの程度満足していますか。 

 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合が最も高かった項目は、「バス・電車の便」が 64.0％、次い

で「ごみの分別収集・リサイクル」が 60.1％、「最寄り駅周辺のまちづくり」が 54.0％と５割を超えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足・やや満足の回答 

64.0

60.1

54.0

46.9

46.8

45.7

37.7

30.9

30.9

29.8

26.5

25.1

22.9

22.4

21.2

20.7

18.8

18.6

12.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

①バス・電車の便

⑱ごみの分別収集・リサイクル

③最寄り駅周辺のまちづくり

④緑地保全・緑化推進や水辺環

境の整備

⑮病院や救急医療などの地域医

療

②道路環境の整備

⑲タバコのポイ捨て対策や街の

美化

⑫戸塚宿や東海道など、区の歴

史に親しめる環境

⑯違法駐車・放置自転車の

防止や交通安全対策

⑥駅舎のバリアフリーなど、誰も

が移動しやすいまちづくり

⑬災害対策

⑰商店街や企業の振興

⑭防犯対策

⑪スポーツに親しめる環境

⑩文化・芸術に親しめる環境

⑨学校教育の充実や青少年の健

全育成

⑤保育など子育て支援

⑦高齢者福祉

⑧障害者福祉

バス・電車の便

ごみの分別収集・リサイクル

最寄り駅周辺のまちづくり

緑地保全・緑化推進や

水辺環境の整備

病院や救急医療などの地域医療

道路環境の整備

タバコのポイ捨て対策や街の美化

戸塚宿や東海道など、

区の歴史に親しめる環境

違法駐車・放置自転車の防止や

交通安全対策

駅舎のバリアフリーなど、

誰もが移動しやすいまちづくり

災害対策

商店街や企業の振興

防犯対策

スポーツに親しめる環境

文化・芸術に親しめる環境

学校教育の充実や

青少年の健全育成

保育など子育て支援

高齢者福祉

障害者福祉

単位（%）
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Ｑ あなたが、今後、戸塚区が取り組むべきものと思うものはなんですか。 

 

「重要」と「やや重要」を合わせた割合でみると、「子供や高齢者でも歩きやすい道路の整備」が 84.0％

と最も多く、次いで「地震などの災害に対する取組や地域の防災・減災活動への支援」が 82.2％、「病

院・診療所などの医療機関の充実」が 81.1％と８割を超えている。 

 

  

 

 84.0

82.2

81.1

76.6

75.8

73.8

70.7

68.8

68.3

67.7

67.4

66.3

66.1

66.1

63.8

63.5

61.5

60.6

59.1

47.6

46.4

42.7

42.2

37.1

35.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

① 子供や高齢者でも歩きやすい道路

の整備

㉑ 地震などの災害に対する取組や地

域の防災・減災活動への支援

⑭ 病院・診療所などの医療機関の充

実

⑨ 高齢者が安心して生活できる体制

づくりや施設・サービスの充実

㉒ 地域による防犯パトロール・防犯灯

の設置・防犯講習会などの防犯対策…

⑩ 障害者が安心して生活できる体制

づくりや社会参加の促進

④ 誰もがゆったり過ごせる公園や広場

の整備

⑦ バス便の増加など、最寄駅までの

交通の便の向上・改善

緑地や水辺など、自然環境の保全

⑪ あらゆる保育サービスを活用した待

機児童を出さない取組

⑤ 区の代表的な景観である、柏尾川

の桜並木の保全

㉓ 困ったときにはお互いに支え合う地

域でのつながりづくりの促進

⑥ 通勤・通学・買い物などに便利な駅

周辺での駐輪場整備

⑫ 子育て中の人が気軽に相談や交流

などができる施設や機会の充実

⑧ 地球温暖化への対策や環境問題の

啓発

⑳ 見守り活動など地域での子供の健

全育成に向けた取組への支援

⑬ 生活習慣病などを予防するための

健康づくり

㉔ 食の安全や住まいの衛生、理美容

所や公衆浴場等の衛生管理など、生…

⑮ 趣味やスポーツ活動ができる施設

の整備

⑯ 仕事や趣味のための区民向け講座

など生涯学習の充実

② 公共施設や個人宅の植栽なども含

めた緑化の推進

㉕ペットの飼い方や災害への備えなど

ペット対策への支援

⑱ 区民が楽しく参加できる文化イベン

トの充実

⑰ 区民が楽しく参加できるスポーツイ

ベントの充実

⑲ 戸塚宿や東海道など、区の歴史を

気軽に知ることができる機会の充実

単位（%）

子どもや高齢者でも歩きやすい道路の整備

地震などの災害に対する取組や

地域の防災・減災活動への支援

病院・診療所などの医療機関の充実

高齢者が安心して生活できる体制づくりや

施設・サービスの充実

地域による防犯パトロール・防犯灯の設置・

防犯講習会などの防犯対策への支援

障害者が安心して生活できる体制づくりや社会参加の促進

誰もがゆったり過ごせる公園や広場の整備

バス便の増加など、最寄駅までの交通の便の向上・改善

緑地や水辺など、自然環境の保全

あらゆる保育サービスを活用した

待機児童を出さない取組

区の代表的な景観である、柏尾川の桜並木の保全

困ったときにはお互いに支え合う地域での

つながりづくりの促進

通勤・通学・買い物などに便利な駅周辺での駐輪場整備

子育て中の人が気軽に相談や交流などができる

施設や機会の充実

地球温暖化への対策や環境問題の啓発

見守り活動など地域での子供の健全育成に向けた

取組への支援

生活習慣病などを予防するための健康づくり

食の安全や住まいの衛生、理美容所や公衆浴場等の

衛生管理など、生活環境の安全確保

趣味やスポーツ活動ができる施設の整備

仕事や趣味のための区民向け講座など生涯学習の充実

公共施設や個人宅の植栽なども含めた緑化の推進

ペットの飼い方や災害への備えなどペット対策への支援

区民が楽しく参加できる文化イベントの充実

区民が楽しく参加できるスポーツイベントの充実

戸塚宿や東海道など、区の歴史を気軽に

知ることができる機会の充実

重要・やや重要の回答 


